
お客様各位 
株式会社 東洋 

財務 R4 令和２年２月２９日が期末の会社データにおいて 

発生する問題と対応についてのお知らせ 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は、格別のご配慮を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて財務 R4の帳票メニュー等の日付指定のコントロールにおいて、「令和 2年 13月 29日（期末）」を指定すると強

制的に「令和 2年 13月 28日」になってしまう問題が確認されました。つきましては、プログラム（Ｅｉボード）の対応時期

につきまして、下記のとおりご連絡いたします。ご多忙中誠に恐れ入りますが、内容をご確認いただきますようお願いい

たします。 

お客様にご迷惑をお掛けいたしますこと、深くお詫び申し上げます。 

敬具 

 

記 

１．問題の現象 

帳票メニュー等の日付指定のコントロールにおいて、「令和 2年 13月 29日（期末）」を指定すると強制的に「令

和 2年 13月 28日」になってしまう。 

以下の処理において、現象が発生します。 

■帳票メニュー 

 ［振替伝票発行］／［出金伝票発行］／［出金伝票発行］／ ［仕訳日記帳］／［帳簿印刷］ 

 ［科目別補助残高明細表］／［科目別摘要残高明細表］ 

■入力メニュー（チェックリスト） 

 ［日計表］／［仕訳チェックリスト］／［伝票チェックリスト］ 

■連動メニュー 

 ［仕訳データ作成］ 

等の日付を指定する処理で発生します。 

 

２．発生条件 

設定メニュー →［会社基本情報変更］の処理暦が、［和暦］に設定され、会計期間の期末が令和 2 年 2 月 29

日の場合に発生します。 

 回避方法として、［会社基本情報変更］の処理暦を、［西暦］に設定変更して頂くと現象が発生しません。 

 

３．システム修正とリリース日 

本現象はＥｉボード Ver.20.10aのリリースにより改善します。 

 

■Ｅｉボード Ver.20.10aのダウンロード公開 

 2020年 3月 19日（木）より公開 

 ※ダウンロードマネージャー、会計システムマイページ、お役立ち Tools（クライアント版のみ）で公開します。 

 

以上、よろしくお願いいたします。 


